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【浜風の家の催し】

＆ ①５月５日(木)14時～15時「第55

回浜風コンサート・子どもの日コンサー

ト」②７日(土)10時30分～12時「人形劇

をやってみよう」③14日(土)13時30分～

15時「１日工作教室・ビーズづくり」④

18日(水)13時30分～14時45分＜要予約＞

「コンピューター講座・ハイキング案内」

⑤21日(土)10時～12時＜要予約＞「世界

にひとつだけのキーホルダーをつくろう」

⑥28日(土)14時～15時30分「チャレンジ

紙芝居」　 ＆ 浜風の家( 35-5700)

【わが町勉強会・かるたウォーク】

５月11日～６月15日、水曜日(全６回)

13時30分～15時30分　 阪急芦屋川駅北

側広場に集合　 歩いて町の再発見①会

下山②山麓③水車谷④芦屋川⑤西国街道

⑥文学の６コース　 25人　 1,800円

集・空・間Ｔｉｏ( 25-0177)

【健康体操】

５月10日・17日・24日(火)13時～14時

30分　 体育館・青少年センター　 肥満・

高脂血症を改善　 月額1,500円　 運動

しやすい服装、シューズ　 一期の会・野田

( 31-8335)

【母と子のいこいの部屋】

５月10日・17日(火)10時～11時30分　

図書館　 母と子が絵本や紙芝居を通

しておはなしに親しむ　 バルーン・津田

( 32-2610)

【おはなし作りの部屋】

５月11日・18日(水)10時～12時　 図

書館　 作品制作、人形劇の練習　 託

児あり　 ぷりん・岡山( 31-6801)

【憲法九条の伝書鳩に】

５月14日(土)14時～16時30分　 山村

サロン　 200人　 講演とアニメ上演と

歌　 早乙女勝元氏、小林陽子氏　 1,000

円(中高生500円)　 佐野( /FAX32-4198)

【東仲一矩フラメンコ舞踊研究所

　芦屋・大分舞踊団合同公演】

５月14日(土)18時30分開演　 ルナ・

ホール(全席自由)　 4,000円(当日4,500

円)　 合同公演事務局( 078-232-3384)

【幕内秀夫講演会】

５月15日(日)13時45分～16時05分(30分

前受付開始)　 市民センター音楽室　

講演「じょうぶな子どもをつくる基本食」

800円(当日1,000円)　 学校給食と子ど

もの健康を考える会( 078-998-4448)

【丹波の朝採り有機野菜市】

５月18日(水)10時～　 ＆ ワークホー

ムつつじ・仁頃( 22-7044)

【芦屋子育て相談室　Ｑ＆Ａ】

５月20日(金)10時～12時　 市民セン

ター　 ＆ 倫理研究所・藤本( 32-2055)

【ＮＰＯ､コミュニティビジネス相談会】

５月20日(金)13時～17時　 女性セン

ター　 地域で何か事業を始めたい、何

か貢献したいかたの無料相談会　 ＮＰ

Ｏ法人さんぴぃす( 22-8896)

【芦屋17℃ 倶楽部の催し】

＆ ＆ ①５月21日(土)10時～12時

「しなやかストレッチ」倉地博美氏②27

日(金)10時～12時30分「17℃ 名画劇場／

ライムライト」③30日(月)10時～12時

「栄養談話／手打ちうどん」桐田祐子氏

60歳以上の元気な市民　 材料費等　

＆ 17℃倶楽部(当日のみ 35-2500)

当日以外の日・山野( 35-0425)

【子どもの権利１１０番】

５月14日(土)10時～15時　 非行・虐

待・いじめ・体罰ホットライン。弁護士

による電話相談 (078-341-7323)ほか　

＆ 兵庫県弁護士会( 078-341-7061)

【ヤブウツギの花観賞】

５月22日(日)10時30分～12時　 石仏

谷(芦有ゲート前バス停)　 平成13年に

市の植樹祭で市民100人が植えた花の観賞

100円　 弁当、お椀、箸、コップ、傘　

芦屋森の会2001・村上( 31-5879)

【よみうり読書芦屋サロン】

５月26日(木)14時～　 ルナ・ホール

読売文学賞受賞作家・津島佑子さんを

囲んで　 300人を招待(応募多数の場合

は抽選)　 はがき、ファクスで。郵便番号・

住所・氏名・年齢・電話番号を明記し、５月20

日までに右記へ　 読売新聞大阪本社「芦

屋サロン」事務局( 06-6881-7190/FAX06-

6881-7191　〒530-8551 住所不要)　

【戸塚刺繍芦屋地区作品展】

５月27日～29日、10時～18時(最終日17時

まで)　 モンテメール６階サロン　 高

本( 32-2401)

【芦屋市民ゴルフデー】

５月27日(金)・６月30日(木)・７月29

日(金)・８月31日(水)　 市内在住在勤

満20歳以上、先着120人　 13,550円(６月以

降11,970円)　 往復はがき(１枚で4人まで)

に、全員の住所・氏名・生年月日・電話番号を

明記し、希望日の10日前までに右記へ　

＆ 芦屋カンツリー倶楽部( 31-0501　

〒659-0002 奥山1-25)

【福祉バザー・用品提供のお願い】

５月28日(土)・29日(日)　 日用品、

食料品等の提供　 ＆ 芦屋みどり福祉

作業所・大澤( 31-4001　春日町18-12)

【竜山石を宝殿に探る】

５月28日(土)９時30分～17時(要予約)

阪神芦屋駅東改札前集合→石宝殿・観

濤処・曽根天満宮　 資料代500円(交通費

別)　 ＆ 芦屋の景観を考える会・福嶋

( 31-7986)

【ガイドヘルパー養成講座】

６月４日～25日(全５回)　 重度視覚障

害者・全身性障害者ガイドヘルパー養成

訪問介護員養成研修２級修了者または

介護福祉士、先着40人　 36,000円　

＆ あしや喜楽苑( 34-9287 潮見町31-1)

【レクイエム「碑」をうたう市民の会】

４月～10月、毎週水曜日　 上記(10月10

日にルナ・ホールで公演)練習　 月額

1,500円(学生1,000円)　 芦屋非核平和の

つどい実行委員会・山本( /FAX35-1626)

【震災10周年・ＹＯふれあいの集い】

６月４日(土)13時30分～16時30分　

ルナ・ホール　 詩吟、演劇、謡曲、コー

ラス等　 ＹＯ倶楽部・阿部( 23-5909)

【２級ホームヘルパー養成講座】

６月４日～10月１日　 かんでん福祉事

業団ほか　 先着19人　 87,400円　

＆ ＮＰＯ法人リーフ( /FAX 32-4974)

【市民チャリティゴルフ大会】

６月８日(水)８時30分～＜荒天中止＞

芦屋カンツリー倶楽部　 サマーカー

ニバルのプレイベント　 男女各80人　

19,000円(パーティー・チャリティ・賞品費

用含む)　 ５月16日(月)＜消印有効＞ま

でに、往復はがき(１枚で２人組・４人組

の申し込み可)に、住所・氏名・性別・電

話番号・生年月日を記入し、下記へ　

芦屋市民まつり協議会( 22-6946 〒659-

0067 茶屋之町1-1 ブラウンビル２階G号・

芦屋青年会議所事務局内)※電話応対は、

月・水・金曜日の10時～16時のみ。

　

昨
春
、
美
し
く
仕
上
っ
て
行
く
「
津
知
中
公
園
」
を
見

る
に
つ
け
、
い
つ
も
美
し
く
親
し
み
易
い
公
園
で
あ
り
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
公
園
の
清
掃
・
除
草
・
芝
刈
り
な
ど

の
手
入
れ
を
、
近
隣
の
皆
で
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
、
私

と
山
下
さ
ん
が
発
起
人
と
な
り
、
近
隣
の
か
た
が
た
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
発
足
会
の
昨
年
三
月
二
十
九

日
に
は
二
十
数
名
の
か
た
が
た
が
参
加
さ
れ
、
清
掃
日
時

な
ど
話
し
合
い
、
毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
の
午
前
八
時

か
ら
行
う
事
を
決
め
た
ほ
か
、
会
の
世
話
人
を
選
び
、
発

足
し
ま
し
た
。
清
掃
に
は
毎
回
十
数
名
が
参
加
さ
れ
る

ほ
か
、
春
秋
の
草
花
植
え
替
え
、
夏
に
は
毎
日
の
水
撒
き
、

芝
が
伸
び
る
こ
の
時
期
に
は
芝
刈
り
を
数
回
行
う
な
ど
、

よ
り
美
し
く
維
持
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
市
内
各
地
に
新
設
さ
れ
た
多
く
の
公
園
や
緑
地

の
清
掃
な
ど
も
「
津
知
中
公
園
の
会
」
と
同
様
、
地
域
の

か
た
が
た
の
活
動
で
美
し
く
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
々
が
知
り
合
い
、
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
輪

を
広
げ
、
美
し
く
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
、
新
し
い

公
園
が
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
赴
き
の
あ
る
公
園
散
策

に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●凡例… 日時（日程）、 会場・場所、 内容、 対象・定員、 講師、 出演、

費用（記載の無い催しは無料）、 持ち物、 申し込み、 問い合わせ

六
甲
花
崗
岩
と
大
坂
城
の
築
石

芦
屋
考
古
学
再
発
見　
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問
い
合
わ
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生
涯
学
習　
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０
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津知中公園の会
津知中公園の会 会長・和田　義雄

土中からの
メッセージ

　

芦
屋
の
町
並
み
は
、
ピ
ン
ク
色
に
輝
い
た

花
崗
岩
と
深
い
関
係
を
保
っ
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
背
山
の
六
甲
山
地
が
花
崗

岩
に
よ
り
で
き
た
山
で
、
最
も
近
い
と
こ
ろ

か
ら
良
質
の
石
材
が
供
給
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

花
崗
岩
は
、
地
球
内
部
の
マ
グ
マ
が
地
表

に
出
ず
深
い
と
こ
ろ
で
冷
え
固
ま
っ
た
も
の

で
、
深
成
岩
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
黒
雲
母
・

石
英
・
カ
リ
長
石
・
斜
長
石
の
構
成
鉱
物
が

等
粒
で
よ
く
発
達
し
、
そ
れ
ぞ
れ
黒
色
、
無

色
透
明
、
桃
色
、
乳
白
色
で
見
分
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

古
生
代
後
期
（
約
二
億
五
千
万
年
前
）
に
海

底
に
堆
積
し
て
で
き
た
古
生
層
（
泥
岩
）
に
中

生
代
後
期
（
約
八
千
万
年
前
）
に
下
か
ら
迸
入

し
て
き
た
の
が
六
甲
の
花
崗
岩
で
す
。
そ
し

て
、
第
四
紀
に
入
っ
た
約
二
百
万
年
前
、
東
西

か
ら
の
強
い
圧
縮
力
を
受
け
、
大
小
の
逆
断

層
を
生
じ
、
六
甲
山
地
は
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
リ
長
石
の
ピ
ン
ク
色
が
目
立
つ
六
甲
花

崗
岩
は
、
「
御
影
石
」
の
名
で
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
人
々
の
利
用
の
歴
史
は
長
く
、
山

麓
部
の
古
墳
時
代
後
期
の
横
穴
式
石
室
や
奈

良
時
代
の
寺
院
建
築
、
中
世
石
造
物
な
ど
に

使
わ
れ
た
後
、
文
化
財
と
し
て
は
徳
川
再
建

の
大
坂
城
の
石
垣
に
莫
大
な
数
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
六
甲
か
ら
は
、
あ
の
荘
大
な
石

垣
の
約
半
数
を
占
め
る
花
崗
岩
が
、
運
ば
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
六
甲
山
地
南
東
部
一
帯
の
花
崗
岩

は
、
節
理
と
呼
ば
れ
る
規
則
正
し
い
割
れ
目

の
間
隔
が
広
く
、
大
型
の
岩
塊
を
求
め
や
す

い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
節
理
に
沿
っ
て
風

化
が
進
み
、
ト
ア
（
岩
塔
）
と
呼
ば
れ
る
花
崗

岩
の
大
き
な
独
立
単
位
が
土
石
流
に
よ
っ
て

流
下
し
、
採
石
し
や
す
い
転
石
の
状
況
が
生

み
出
さ
れ
た
の
で
す
。
大
坂
城
の
石
材
は
こ

れ
ら
を
う
ま
く
割
り
取
っ
て
整
形
さ
れ
て
お

り
、
十
七
世
紀
で
は
世
界
最
大
ク
ラ
ス
の
巨

石
建
造
物
を
造
る
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
甲
山
と
い
う
世
界
で
も
有
数
の
花
崗
岩

産
地
を
控
え
た
芦
屋
は
、
石
材
の
ブ
ラ
ン
ド
、

御
影
石
の
提
供
地
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
の
で
す
。

旧海浜部の臨港線と交差する中央線(花水木通り)の

南端に移設された花崗岩製の大坂城石垣石

限りある資源を大切に！「広報あしや」はリサイクルによる、古紙100 % を使用しています。


